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●日本国憲法より●
第13条　すべて国民は、個人として尊重される。
生命、自由及び幸福追求に対する国民の権利に
ついては、公共の福祉に反しない限り、立法そ
の他の国政の上で、最大の尊重を必要とする。
第25条　すべて国民は、健康で文化的な最低限
度の生活を営む権利を有する。国は、すべての
生活部面について、社会福祉、社会保障及び公衆
衛生の向上及び増進に努めなければならない。
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第７０５号

（（11））

☆組織の概況（2月28日現在）　組合員総数　6万0984人（2月の新加入者95人）　出資金総額　16億2542万8200円（1人平均　2万6653円）

☆組織の概況（5月31日現在）　組合員総数　5万6793人（5月の新加入者93人）　出資金総額　16億0339万9100円（1人平均　2万8232円）

（
本
号
は
、
総
代
会
の
決
定
内
容
を
お
伝
え
す
る
た
め
、
１
週
間
ほ
ど
発
行
が
遅
れ
ま
し
た
）

　
本
日
は
総
代
会
に
ご
出
席
い
た
だ

き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患

者
の
発
症
が
全
国
的
に
広
が
る
中
、

弘
前
市
、
五
所
川
原
市
で
も
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
し
、
圏
域
で
の
感
染
患

者
の
増
加
が
あ
り
、
今
年
度
の
総
代

会
も
、
昨
年
と
同
様
に
制
限
し
た
形

で
の
開
催
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
と
違
う
の
は
、
高
齢
者
を
中

心
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
、
今

後
の
感
染
抑
制
に
つ
い
て
光
明
が
見

え
て
き
た
こ
と
で
す
。
私
た
ち
も
ワ

ク
チ
ン
接
種
拡
大
の
一
翼
を
担
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
健
生
病
院
を
先
頭
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
正

面
か
ら
向
き
合
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
健
生
病
院
で
は
、
発
熱
外
来
の

実
施
、
保
健
所
の
依
頼
を
受
け
て
濃

厚
接
触
者
の
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
で
の

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
実
施
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
患
者
専
用
病
棟
を
開
設
し
、
当
初

12
床
、
現
在
は
15
床
の
ベ
ッ
ド
を
確

保
し
、
軽
症
か
ら
中
等
症
の
入
院
患

者
を
受
け
入
れ
、
ま
た
、
回
復
期
リ

ハ
病
棟
で
は
、
感
染
か
ら
回
復
し
た

患
者
の
リ
ハ
ビ
リ
目
的
で
の
入
院
の

受
け
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
大
学
病

院
、
国
立
病
院
を
始
め
弘
前
保
健
所

管
内
の
医
療
機
関
、
保
健
所
と
毎
週

Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
会
議
を
行
い
、
情
報
を

交
換
し
、
医
療
連
携
を
行
っ
て
い
ま

す
。
法
人
内
で
は
、
黒
石
診
療
所
と

津
軽
医
院
で
も
発
熱
外
来
を
行
っ
て

い
ま
す
し
、
五
所
川
原
診
療
所
で

は
、
医
師
会
統
一
の
発
熱
外
来
に
所

長
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
法
人
の
基
本
方
針
と
し
て
、
①
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
策
を
行

い
つ
つ
、
地
域
か
ら
求
め
ら
れ
る
一

般
診
療
に
対
応
す
る
こ
と
。
②
患

者
、
職
員
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

か
ら
守
る
た
め
最
大
限
の
感
染
対
策

を
行
う
。
併
せ
て
、
職
員
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
に
も
気
を
配
る
こ
と
。
③

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
と
の
関

連
で
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
患
者

に
目
配
せ
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

の
三
つ
を
掲
げ
、
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

　
経
営
的
に
は
、
感
染
予
防
対
策
と

し
て
、
外
来
、
救
急
患
者
、
健
診
受

診
者
を
制
限
す
る
こ
と
と
な
り
、
大

変
厳
し
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
２
０
２
１
年
１

月
18
日
か
ら
３
月
31
日
に
実
施
し
た

「
津
軽
保
健
生
協
・
健
生
病
院
支
援

募
金
」
に
は
、
期
間
中
に
６
２
６
の

団
体
、
個
人
か
ら
総
額
１
千
４
２
７

万
１
６
４
４
円
の
寄
付
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
ね
ぎ
ら
い
や
激
励
な
ど
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
多
数
い
た
だ
き
、
役

職
員
を
大
い
に
励
ま
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
改
め
て
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は

医
療
、
介
護
、
福
祉
活
動
に
幅
広
く

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
私
ど
も
の
強
み
は
、
組
合
員
に
依

拠
し
た
医
療
活
動
、
保
健
予
防
活
動

を
展
開
で
き
る
こ
と
で
、
今
回
も
含

め
て
、
こ
れ
ま
で
何
回
も
助
け
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
は
、
班
会
を
は

じ
め
と
し
た
生
協
の
各
種
活
動
を
十

分
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
苦
し
い

時
期
に
あ
り
ま
す
。
感
染
予
防
が
第

一
で
す
が
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
、

こ
の
場
を
借
り
て
、
改
め
て
、
一
層

の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
96
回
通
常
総
代
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

　開会あいさつに続き、　安田肇理事長の「あいさつ」がありま
した。村上渡専務から1号議案の2020年度の「事業報告・決算
報告」があり、議案質疑が行われました。
　次に2号議案の2021年度の「事業計画・予算」が提案され、
その中で関谷修理事から「ガーベラタウンについて」の特別報告
がありました。その後、議案質疑が行われました。このあと、４
つの議案が提案され、議案決議となり、賛成多数で採択されまし
た。最後に、三浦良成副理事長から「閉会のあいさつ」があり、
拍手で終了しました。

❖❖  総代会の流れ総代会の流れ  ❖❖

コ
ロ
ナ
禍

コ
ロ
ナ
禍
にに
正
面
か
ら
向
き
合
い

正
面
か
ら
向
き
合
い

無
差
別
・
平
等

無
差
別
・
平
等
・・
公
正
公
正
なな
医
療
活
動

医
療
活
動  

継
続
継
続

ご
あ
い
さ
つ理事長

安田　 肇

2021年度　第96回通常総代会開催　６月19日
　６月 19日、弘前市のラグリーにて第 96
回通常総代会が開催されました。
　新型コロナウイルス対策により出席総代
を 22名に絞り、理事は 16名、監事は２名
の出席。理事会より６つの議案が提案さ
れ、活発な討議ののち、すべて賛成多数で
可決されました。
　三浦良成副理事長は閉会あいさつの中
で、青森県や弘前市などよりたびたび「な
ぜ健生病院はそこまで新型コロナウイルス

に立ち向かえるのか」と問われることを紹
介し、答えは「生協組織であること、いの
ちの章典・民医連綱領を掲げていること、
津軽保健生協には 69年の歴史と伝統がある
こと」としました。
　「組合員の力を結集し、総力をあげて立ち
向かうことができる医療生協の最大の優位
点を生かし、引き続き全力で新型コロナウ
イルスと闘うとともに経営を両立させてい
こう」と締めくくりました。

一
　
組
合
員
・
役
職
員
の
力
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
対
応

し
、
い
の
ち
を
守
る
医
療
・
介
護
事
業
の
継
続
・
発
展
に
努
め
よ
う

一
　
日
本
国
憲
法
の
改
悪
を
許
さ
ず
、
憲
法
九
条
を
守
っ
て
い
こ
う

一
　
医
療
・
介
護
・
年
金
等
の
制
度
の
新
た
な
改
悪
を
阻
止
し
、
社
会
保
障
制

度
を
充
実
さ
せ
る
運
動
を
広
め
よ
う

一
　「
医
療
福
祉
生
協
連
２
０
３
０
ビ
ジ
ョ
ン
　
誰
も
が
健
康
で
居
心
地
よ
く

く
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
も
と
づ
き
、
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
活
動

を
推
進
し
よ
う

一
　
医
師
・
看
護
師
を
は
じ
め
と
し
た
専
門
職
の
確
保
と
育
成
を
進
め
、
事
業

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
よ
う

一
　
組
合
員
の
拡
大
と
班
・
支
部
へ
の
結
集
を
推
進
し
、
地
域
の
健
康
づ
く
り

を
進
め
、
生
協
組
織
を
大
き
く
、
強
く
し
て
い
こ
う

総
代
会
特
集

総
代
会
特
集
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2020年度 組合員活動 まとめ

2020年度 経営活動 まとめ
　事業収益は98.4億円となり、予算を9.0億円下回り、昨年実績
を7.1億円下回りました。事業費用は106.8億円であり、予算を
1.0億円下回りました。経常剰余金は、△1.6億円となり予算対比
で1.2億円下回りました。補助金・補償金を除いた事業活動による
経常剰余金は△8億円を超える赤字となりました。当期の剰余金が
1.2億円となったことで予算を1.5億円上回り、新築移転事業への
投資の影響による累積欠損が△10.3億円に減少しました。全累積
欠損解消のためには毎年の経営を黒字転換しなければなりません。

　2020年度の黒字はコロナ関連補助金が大きく影響しており、本
来の経営活動である医療・介護・福祉事業で黒字を生み出すために、
経営改革を全事業所で推進していく必要があります。

　2020年度は新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、通常の組合員
活動及び支部行事などが出来ない一年となりました。支部ではコロ
ナ禍の中でも出来る活動を模索し、感染対策を講じながら組合員同
士のつながりを切らさない活動に取り組みました。また、四課題では
仲間増やしが４年ぶりに37全ての支部で実績を作りました。出資金
も３年ぶりに１億円を超えました。班づくりでは、結成を予定してい
た支部もありましたが、感染状況の影響により４班に留まりました。

（単位：百万円）
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　20年度の月間は、秋の全国統一月間と秋以外に支部が独自の2
ヵ月の月間を設定できるように方針化しました。しかし、秋の月間
は弘前市内で大規模クラスター発生に伴い全面中止。支部独自の月
間は21の支部で計画しましたが、感染状況に左右されました。こ
のため「特別月間」を12月から年度末まで設定しました。

生協強化月間

①健康チャレンジ－1800人の目標に対して1960人の申し込みが
ありました。②まちかど健康チェック－今年度は全面中止です。③自
治体との懇談－健康づくり委員会では５自治体と懇談しました。④す
こしお生活－班会では尿チェックによる塩分チェック375件、みそ
汁塩分チェックは118件が行われました。

地域まるごと健康づくり

四課題の取り組み
①仲間ふやし　　９支部が目標達成しました。

年間目標 達成（達成比） 前年比
3,000人 1,313人（43.8％） 77.1％
総組合買数（20年度末） 56,684人

②出資金ふやし　８支部、２事業所が目標達成しました。
年間目標 達成（達成比） 前年比
２億円 １億0,731万円（53.7％） 109.2％
出資金総額（20年度末） 15億9,352万円

③班づくり　　　２支部が目標達成しました。
年間目標 達成（達成比） 前年比
74班 ４班（5.4％） 36.4％

④担い手づくり　　
年間目標 達成（達成比） 前年比
370人 208人（56.2％） 70.5％

2021年度 組合員活動 方針
　感染の収束までには相当な時間を要すると思われます。感染対策
の徹底を継続しながら、「誰もが健康で平和にくらせるまちづくり
への挑戦」に取り組みます。これまでのつながりを活かし、ひとり
ぼっちの組合員をつくらない組合員活動を協同の力でつくります。
１　生協四課題の達成を追求しましょう
　　　①仲間ふやし　　2,500人（支部900人、事業所1,600人）
　　　②出資、増資　　1.5億円
　　　③班づくり　　　74班（１支部２班）
　　　④担い手づくり　370人（１支部10人）

２　�生協強化月間、秋は全国の医療生協での取り組みに合わせ実施
予定です。支部単位の月間は、感染状況を考慮して任意としま
す。

３　地域まるごと健康づくりを広げましょう
　　　①「健康チャレンジ」の普及拡大に取り組みます。
　　　②「８つの生活習慣と２つの健康指標」を広めます。
　　　③自治体との懇談に取り組みます。
４　居場所（たまり場）づくりで安心づくりを拡げましょう
５　支部の抱えている課題を解決し活動を広めます
６　事業所利用・ボランティア活動を充実させていきます
７　長期住所不明組合員の訪問調査に引き続き取り組みます
８　班登録の整理を行います

2021年度 経営活動 方針

１　�新型コロナウイルスの感染対策強化を継続し、医療・介護・福
祉の事業活動の継続・発展を進め、地域の中で受療権を守りま
す。そのために職員のいのちと健康を守り抜きます。

２　�憲法、平和、社会保障、いのちとくらしを守る運動を進めます。
３　�医療福祉生協の４つの重点課題とSDGsの学びを深め推進します。
４　コロナ禍での医療・介護事業所への減収補填を求めていきます。
５　医師確保・要請の成功および経営幹部の育成を進めます。

重要課題

　宿泊型自立訓練事業所－ガーベラタウンは、入居者の減少、累積剰
余△1.5億円を抱え、施設の老朽化が進行。閉所に向け調整します。

ガーベラタウンの今後

　創立70周年記念事業および生協まつりなどの企画準備を目的に

創立70周年記念事業

経営活動および予算方針
１　�健生病院・健生クリニックは、「医療が必要な人に必要な医療を
届ける」医療活動を継続しながら、経営目標達成を目指します。

２　�藤代健生病院は経営目標達成を目指し、今後施設の建て替えの
検討、および精神科医師の養成を進めていく必要があります。

３　�診療所経営では、健診、予防接種を進め、外来・通所リハなど
の利用件数が減少しないよう努め、経営目標達成を目指します。

４　�介護事業経営では、法人内外の事業所と連携し、「ナーシング
ホームたまち」の利用者を増加させ、また虹・ショートステイの
稼働を高めるよう努め、経営目標達成を目指します

５　�予算方針　年間の必要資金は、借入金返済や設備投資などに必
要な償却前経常剰余金で6.7億円です。予算では経常剰余が△
1.2億円、償却前経常剰余金は6.4億円となりました。予算化
していない補助金の獲得を含め、全職員・組合員の力で必要資
金獲得に努めます。

「記念事業実委員会」を、また70周年記念誌の発行を進める「記念誌
編集委員会」を設置しました。
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。

＊
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33分
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＊
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午
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す
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表
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行
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員
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関
す

る
お
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せ
は

生
協

本
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 ☎
0172-33-7515

＊
５

支
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循
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組
合
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の

午
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健
生
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ニ
ッ

ク
か
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発
し
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記

載
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バ
ス

停
の

い
ず

れ
か

ま
で

お
乗

り
い

た
だ

け
ま

す
。

＊
途

中
乗

車
は

で
き

ま
せ

ん
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表
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１
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す
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は

生
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本
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バ
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で
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ま
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総
代
の
主
な
発
言
と
回
答
の
要
旨

浅
利
　直
志
　総
代
（
常
盤
支
部
）

ご
発
言 

臨
時
職

員
、
パ
ー
ト
職
員
の

労
働
条
件
、
あ
る
い

は
待
遇
改
善
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
る
の
か
。
住
所
不
明

組
合
員
の
脱
退
処
理
の
内
容
、
ま
た
今

後
の
取
り
組
み
は
？

回
　
答 

臨
時
職
員
に
つ
い
て
は
、
日

給
制
だ
っ
た
も
の
を
月
給
制
に
変
更
し

て
い
ま
す
。
ま
た
パ
ー
ト
職
員
に
出
て

い
た
退
職
慰
労
金
を
今
年
か
ら
臨
時
職

員
に
も
適
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

正
職
員
と
差
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
手

当
（
住
宅
手
当
、
家
族
手
当
な
ど
）
も

経
営
状
況
を
見
な
が
ら
改
善
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
休
暇
の
差
も

是
正
に
努
め
ま
す
。

　
住
所
不
明
者
１
万
５
千
人
以
上
の
脱

退
処
理
は
、
新
築
移
転
な
ど
が
あ
っ
て

滞
っ
て
い
ま
し
た
。
18
年
に
み
な
し
自

由
脱
退
の
規
定
を
作
り
、
昨
年
の
処
理

は
４
年
計
画
の
３
年
目
で
し
た
。
減
ら

す
だ
け
で
な
く
、
若
い
次
世
代
の
組
合

員
を
ふ
や
し
て
い
く
方
針
で
す
。

野
呂
　幸
市
　総
代
（
金
木
支
部
）

ご
発
言 

こ
の
議
案

書
を
読
ん
で
、
支
部

の
取
り
組
み
の
様

子
、
活
動
の
総
括
が

見
え
な
い
。
経
営
重
視
の
目
線
で
書
か

れ
て
い
る
感
が
否
め
な
い
。
組
合
員
の

日
常
的
な
活
動
が
記
載
さ
れ
ず
無
視
さ

れ
て
い
る
。
活
動
の
集
約
数
が
各
種
資

料
の
み
で
本
文
で
総
括
さ
れ
て
い
な

い
。
議
案
書
の
構
成
を
変
え
る
べ
き
だ
。

回
　
答 

議
案
書
の
ま
と
め
や
総
括
が

不
十
分
と
い
う
ご
指
摘
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
後
、
野
呂
総
代
か
ら
い

た
だ
い
た
資
料
を
参
考
に
し
、
作
成
を

第
１
号
議
案

第
１
号
議
案

工
夫
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

第
２
号
議
案

第
２
号
議
案

浅
利
　直
志
　総
代
（
常
盤
支
部
）

ご
発
言 

「
津
軽
保
健
生
協
の
地
域
に
お

け
る
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
の
確
立
が
重
要

で
あ
る
」
と
議
案
書
に
書
か
れ
て
あ

る
。
内
容
は
？ 

予
算
案
で
は
１
・
５
億

円
を
か
け
て
医
局
棟
を
増
築
す
る
と
い

う
こ
と
、
そ
の
必
要
性
や
内
容
は
？ 

70

周
年
記
念
事
業
の
な
か
で
、
映
像
を
残

す
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
大
事
な
こ
と
だ

と
思
う
。
地
元
の
業
者
を
使
う
な
ど
で

再
検
討
で
き
な
い
か
。

回
　
答 

コ
ロ
ナ
禍
で
毎
週
各
病
院
や

保
健
所
と
話
し
合
い
を
し
て
お
り
、
健

生
病
院
の
立
ち
位
置
が
か
な
り
は
っ
き

り
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
弘
前
市

立
病
院
が
な
く
な
り
、
二
次
救
急
は
健

生
と
国
立
が
中
心
と
な
っ
て
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
健
生
病
院
は
ワ
ク
チ

ン
を
含
め
て
よ
り
地
域
に
密
着
し
た
医

療
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
自
分
た
ち
で
考
え
る
だ
け
で
な

く
、
話
し
合
い
の
中
で
お
互
い
の
役
割

が
は
っ
き
り
し
て
い
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
医
局
棟
に
つ
い
て
は
、
現
在
健
生
病

院
所
属
医
師
が
62
人
い
ま
す
が
、
57
人

分
の
席
し
か
な
く
５
人
に
机
が
な
い
状

態
で
す
。
今
年
研
修
医
が
６
名
入
職

し
、
来
年
は
10
名
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
今
年
中
に
増
築
し
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
記
録
映
像
で
、「
津
軽

に
生
き
る
」「
誕
生
」
は
非
常
に
感
動

的
な
映
像
で
す
。
ど
ち
ら
も
制
作
し
て

い
る
東
京
の
業
者
は
、
民
主
運
動
な
ど

に
特
別
の
思
い
入
れ
と
技
術
が
あ
り
ま

す
。
取
材
の
た
め
日
常
的
に
病
院
に
入

り
込
む
の
は
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
無

理
だ
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

山
本
　繁
明
　総
代
（
南
支
部
）

ご
発
言 

介
護
事
業

に
つ
い
て
、
借
入
金

が
減
ら
な
い
現
状

で
、
毎
年
「
黒
字
化

を
目
指
し
ま
す
」
と
書
い
て
い
る
。
長

期
の
黒
字
化
計
画
を
明
示
し
て
ほ
し

い
。
黒
字
化
に
は
当
然
、
職
員
を
中
心

と
し
た
業
務
改
善
が
必
要
だ
と
思
う
。

そ
の
計
画
は
？

回
　
答 

健
生
エ
リ
ア
の
新
築
で
非
常

に
大
き
な
設
備
投
資
を
し
た
た
め
、
減

価
償
却
費
と
繰
延
消
費
税
が
大
変
大
き

な
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
22
年
度

か
ら
23
年
度
に
か
け
て
そ
の
負
担
が
減

り
ま
す
。
新
築
移
転
後
の
収
益
で
あ
れ

ば
黒
字
を
見
込
め
ま
す
。
病
院
の
外
来

収
益
が
こ
の
ま
ま
戻
ら
な
い
こ
と
を
見

据
え
、
在
宅
医
療
拡
大
を
方
針
化
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
医
療
と
介
護
の

連
携
強
化
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
中

で
今
年
度
は
い
い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
て

い
ま
す
。
業
務
改
善
に
つ
い
て
、
健
生

病
院
の
中
で
空
床
活
用
の
取
り
組
み
を

し
て
お
り
成
果
が
出
て
い
ま
す
。
ま
た

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
た
め
効
率
性
の
追
求

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か
、
各
事

業
所
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
合
わ
せ
て

目
標
を
持
っ
て
業
務
改
善
に
努
め
て
い

ま
す
。

野
呂
　幸
市
　総
代
（
金
木
支
部
）

ご
発
言 

生
協
四
課
題
の
算
出
根
拠
は

何
か
。

回
　
答 

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
加
味
し

て
、
仲
間
ふ
や
し
目
標
を
昨
年
の
３
０

０
０
人
か
ら
２
５
０
０
人
に
、
出
資
増

資
を
２
億
円
か
ら
１
・
５
億
円
に
減
ら

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
支
部
や
事
業
所

で
も
目
標
を
立
て
て
い
き
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
も
で
き
る
だ
け
組
合
員
活

動
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
思
い

の
目
標
で
す
。
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表
彰
の
部
一
覧

１
．
⑴
班
会
開
催
の
部

❶
３
年
連
続
指※
標
班
と
し
て
活
動

し
た
班

　
時
敏
支
部
：
年
金
健
康
班

　
下
町
支
部
：
羽
馬
菜
子
班

　
　
　
　
　
　
　
　
栄
町
い
ず
み
班

　
四
中
さ
く
ら
支
部
：
花
み
ず
き
班

　
南

支

部
：
ハ
ー
ト
班

　
南
石
川
支
部
：
大
沢
班

　
岩
木
支
部
：
お
お
う
ら
班

　
板
柳
支
部
：
ひ
ら
め
班

❷
５
年
連
続
指
標
班
と
し
て
活
動

し
た
班

　
文
京
支
部
：
文
京
班

　
四
中
り
ん
ご
支
部
：
わ
か
ば
班

　
東
中
支
部
：
ほ
ほ
え
み
班

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
か
り
班

⑵
総
代
・
支
部
役

員
・
担
い
手
と
し

て
活
動
し
５
年
を

経
た
組
合
員
。

す
で
に
表
彰
さ
れ
た

組
合
員
を
除
く

時
敏
支
部
：
３
名

和
徳
支
部
：
２
名

北
東
支
部
：
２
名

河
西
支
部
：
６
名

下
町
支
部
：
５
名

大
成
支
部
：
１
名

三
大
支
部
：
２
名

四
中
さ
く
ら
支
部
：
２
名

四
中
り
ん
ご
支
部
：
６
名

五
中
支
部
：
２
名

東
中
支
部
：
９
名

南
中
央
支
部
：
１
名

北

支

部
：
２
名

岩
木
支
部
：
３
名

相
馬
支
部
：
８
名

目
屋
支
部
：
５
名

黒
石
支
部
：
16
名

尾
上
支
部
：
９
名

田
舎
館
支
部
：
３
名

平
賀
支
部
：
５
名

※
指
標
班
と
は

①
班
長
が
選
出
さ
れ
て
い
る

②
機
関
紙
が
配
布
さ
れ
て
い
る

③
年
３
回
以
上
班
会
を
ひ
ら

い
て
い
る

④
全
国
四
課
題
に
取
り
組
ん

で
い
る

　
時
敏
支
部
：
津
川
　
文
義
（
故
人
）

　
　
　
　
　
　
　
　
武
藤
登
理
子
（
故
人
）

　
　
　
　
　
　
　
　
田
村
　
琉
枝

　
下
町
支
部
：
村
上
　
　
強

　
大
成
支
部
：
葛
西
　
誠
治

　
　
　
　
　
　
　
　
岡
本
　
英
子

　
三
大
支
部
：
山
崎
　
京
子

　
　
　
　
　
　
　
　
三
上
　
公
子

　
文
京
支
部
：
奈
良
岡
辰
夫

　
四
中
さ
く
ら
支
部
：
五
十
嵐
　
喬
（
故
人
）

　
　
　
　
　
　
　
　
工
藤
せ
い
子

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
崎
　
ヱ
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
工
藤
　
ミ
ワ

　
四
中
り
ん
ご
支
部
：
今
田
　
冨
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
内
洋
子

２
．
生
協
活
動
に
貢
献
し
た
総
代
・
支
部
役
員
・
担
い
手
で

　
　
第
一
線
か
ら
退
い
た
組
合
員
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
成
田
　
ツ
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
サ
ツ
ヨ
（
故
人
）

　
南

支

部
：
佐
々
木
倫
子

　
北

支

部
：
寺
田
　
光
昭
（
故
人
）

　
岩
木
支
部
：
工
藤
　
り
ゑ
（
故
人
）

　
相
馬
支
部
：
成
田
　
ミ
エ

　
田
舎
館
支
部
：
樋
口
　
テ
ル

　
平
賀
支
部
：
佐
藤
　
榮
子

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
ミ
キ

　
常
盤
支
部
：
横
山
　
　
剛
（
故
人
）

　
藤
崎
支
部
：
佐
藤
ち
よ
え

　
鶴
田
支
部
：
松
山
　
幸
子

　
中
里
支
部
：
平
間
　
康
元
（
故
人
）

　
小
泊
支
部
：
小
寺
　
武
繁

　
深
浦
岩
崎
支
部
：
亀
川
　
富
雄
（
故
人
）

（
敬
称
略
）

１
内
気
で
は
に
か
み
屋
の
こ
と

を
、
英
語
で
言
う
と

４
運
を
天
に
任
せ
、
大
き
な
―

―
に
出
る

５
上
か
ら
下
に
落
ち
る
砂
で
時

間
を
測
る

６
家
に
居
る
の
に
不
在
の
ふ

り
。
居
―
―

７
大
き
く
て
美
味
し
い
リ
ン
ゴ

を
育
て
る
た
め
、
余
分
な
実

を
摘
み
取
る
作
業

２
茄
子
に
火
を
通
す
。
皮

を
む
い
て
ポ
ン
酢
や
鰹

節
と
一
緒
に
食
べ
る
と

美
味
い

３
収
入
と
支
出
の
記
録
を

つ
け
る
。
―
―
―
簿

４
相
手
の
出
方
を
見
な
が

ら
、
押
し
た
り
引
い
た

り
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ

と
５
噛
め
ば
噛
む
ほ
ど
味
が

出
る

《
タ
テ
の
カ
ギ
》

《
ヨ
コ
の
カ
ギ
》

1

5

6

2

 

 

7

4

 

3

《ヒント》（５文字）
夏の陽射しから肌を守る

第
704
号
（
６
／
１
付
）
パ
ズ
ル
の

正
解
「
ウ
メ
ボ
シ
」

1

5

6

2

7

4

3

ソ

シ
シ
ヨ

ボ
ウ
ヨ
ミ

ロ

ウ

オ

メ
グ
ス
リ

シ
モ
ン

メ
　
正
解
者
多
数
の
た
め
、
抽
選
で

次
の
10
名
の
方
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド

を
差
し
上
げ
ま
す
。
（
敬
称
略
）

（
弘

　前

　市
）

　板
垣

　
　治

一
戸

　千
秋

蔦
谷
マ
チ
エ

　
　
　
　
　前
田

　知
子

山
本
優
美
子

（
黒

　石

　市
）

　大
矢

　順
子

（
つ
が
る
市
）

　中
野

　典
子

（
平

　川

　市
）

　佐
藤

　美
治

（
五
所
川
原
市
）

　坂
本

　茂
子

（
鶴

　田

　町
）

　坂
本

　裕
子 

▼
と
き
方
＝
カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め

て
下
さ
い
。
二
重
の
枠
の
中
に
入
っ
た
文

字
を
う
ま
く
つ
な
げ
る
と
ひ
と
つ
の
言
葉

に
な
り
ま
す
。

▼
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
で
パ
ズ
ル
の
答
え
と
、

「
興
味
を
感
じ
た
記
事
」
や
、
日
頃
の
想

い
、
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
を
ご
記
入
下
さ

い
。
お
た
よ
り
は
一
部
紙
面
に
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　（
紙
上
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）

▼
締
切
日
7
月
25
日
必
着
。
正
解
者
か
ら
10

人
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を
お
贈
り
し
ま
す
。

▼
送
り
先
　
〒
０
３
６

−

８
０
４
５

　
弘
前
市
野
田
２
丁
目
２
の
１

　
津
軽
保
健
生
協
・
健
康
パ
ズ
ル
係

　
Ｅ
メ
ー
ル  kenkou

@
r66.7-d

j.com

応
募
方
法

健生病院・健生クリニック
新型コロナワクチン
接種予約について

※予約時に氏名・性別・年齢・生年月日・住所・電話番号をお聞き
します。

※健生病院・健生クリニックの診察券をお持ちの方はお手元にご準
備ください。

ワクチン予約開始時に混乱や不快な思いを生じさせてしまった
ことをお詫び申し上げます。 

※つながらない場合は時間をおいておかけ直しください。
※番号をお間違いのないようご注意ください。
※予約は電話でのみの受付です。
※窓口やインターネットでの予約は行っておりません。

☎（0172）55-7690

発行が遅れたため、締切を伸ば
します。そのため７月号の当
選者の発表は９月号に掲載し
ます。

大
鰐
碇
ヶ
関
支
部
：
３
名

浪
岡
支
部
：
５
名

常
盤
支
部
：
５
名

藤
崎
支
部
：
１
名

板
柳
支
部
：
４
名

五
所
川
原
支
部
：
４
名

金
木
支
部
：
１
名

木
造
新
田
支
部
：
１
名

�

計
１
１
６
名

⑶
特
別
表
彰
の
部

❶
四
課
題
中
、
３
課
題
を
達

成
し
た
支
部

五
所
川
原
支
部
／
中
里
支

部
／
小
泊
支
部

❷
新
聞
配
布
者
を
10
名
以
上

増
や
し
た
支
部

五
所
川
原
支
部

健生ワクチン予約専用ダイヤル
受付時間 8：30～16：30 (土日祝を除く)

　健生病院・健生クリニックでは６月８
日より65歳以上の高齢者への新型コロ
ナワクチン接種を開始しました。６月18
日現在までの10日間で2,521人の予約
を受け付けており、その内約500人に
１回目の接種を実施しました。
　当初は１日100件の枠で実施してい
ましたが、６月21日からは１日180件
に増枠して多くの人が早期に接種できる
ように取り組んでいます。6月18日時点
で７月増枠分にはまだ空きがありますの
で、まだ予約のない人は「健生ワクチン
予約専用ダイヤル(0172-55-7690)」
へお問い合わせください。64歳以下の
予約に対するお問い合わせについても専
用ダイヤルへお願いします。
　ワクチン接種を受ける人へのお願いで
す。❶予診票はあらかじめ漏れなく記載
し持参してください。❷当日は体温を事
前に計測し記載してください。❸上腕か

ら肩あたりに接種するため、半そでなど
腕が露出しやすい服装でご来院くださ
い。❹当院正面の発熱チェック場所にて
「新型コロナワクチン接種に来た」とお
声がけください。
　多くの人のスムーズな接種のためにご
協力をお願いいたします。また、ご連絡
のないキャンセルはワクチンの廃棄につ
ながりますのでお止めください。予定の
変更や他医療機関で接種した場合は、速
やかにキャンセルのご連絡をいただきま
すようお願いいたします。

新型コロナワクチン接種がはじまりました新型コロナワクチン接種がはじまりました

通常診療に影響が出ますので健生病院・健生クリニックの代
表番号へのワクチンに関する問い合わせはおやめください。

　65歳以上でコロナワクチンの情報が届いていない方や
医療機関にアクセスできない方など、お困りの方がいると
いう情報があれば組織部（35-8933）までご連絡ください。
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これまでの周年記録誌これまでの周年記録誌

　Ｃ型肝炎の原因となるウイルスを発
見したイギリスのマイケル・ホートン、
アメリカのハーヴェイ・オルター、
チャールズ・ライスの３教授が、2020
年度ノーベル医学生理学賞を受賞しま
した。
　肝炎はヒポクラテスの時代から知ら
れていて、「若年者に発病する、時に
重篤となる疾患で黄疸（皮膚が黄色く
なる）を伴う」と記載されています。
近世になると、黄疸の流行の記録が目
立つようになり、普仏戦争の時には戦
争の勝ち負けに影響を及ぼすようにな
りました。
　肝炎の研究が進歩したのは第二次大
戦後で、アルコールが原因である肝炎
とは別に、感染する肝炎として二つの
タイプがあることが明らかになりまし
た。一つは、汚染された水や食物を介
して急性に発症し、Ａ型肝炎と名付け
られました。もう一つは、血液を介し
て感染するＢ型肝炎です。Ｂ型肝炎は
Ａ型肝炎と異なり、多くは慢性の経過
をたどり、肝硬変や肝がんを発症する
ことがあり、大きな脅威と考えられま
した。
　1960 年代から 70 年代初頭にかけ
て、Ａ型肝炎ウイルスとＢ型肝炎ウイ
ルスの存在が次々と明らかになりまし
た。ところが、両方の肝炎ウイルスが
陰性であるにも関わらず、輸血後に肝
炎を発症する例が少なからず見られま

した。ハーヴェイ・オルターは 1970
年代に、輸血後肝炎患者の血液を用い
てチンパンジーに肝炎を発症させるこ
とに成功し、Ａ型、Ｂ型以外の未知の
肝炎ウイルスが存在することを示しま
した。
　マイケル・ホートンは、肝炎を発症
したヒトとチンパンジーの血液を解析
して未知のウイルスを発見しＣ型肝炎
ウイルスと名付け、1989 年に発表し
ました。チャールズ・ライスは、この
ウイルスをチンパンジーに感染させる
ことによって肝炎が発症することを確
認し、病気の原因であることを証明し
ました。
　私が研修医だった 1983 年に、青森
市でカキ生食が原因の急性Ａ型肝炎の
流行に遭遇しました。その後、健生病
院に戻って、輸血後に発症した当時は
非Ａ非Ｂ肝炎と言われた慢性肝炎の患
者さんを受け持ち治療に難渋しました。
　現在は、ほとんどのＣ型肝炎は薬で
治る時代になりました。2014 年、Ｃ
型肝炎ウイルスに結合して効率良く増
殖を抑制することができる直接作用型
抗ウイルス薬と呼ばれる画期的な治療
薬が登場し、95% 以上の患者が治癒
を目指せるようになりました。健生病
院では消化器内科の千葉大輔先生が中
心となって積極的に治療が行われてい
ます。今回の受賞は、こうした目覚ま
しい治療の進歩が背景にあります。

理事長 安 田 　 肇

�

Ｃ 型 肝 炎 治 療 の 進 歩

創
立
70
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

�

式
典
・
ま
つ
り
・
記
念
誌
な
ど
を
構
想
　

　
１
９
５
２
（
昭
和
27
）
年

２
月
24
日
に
誕
生
し
た
津
軽

保
健
生
協
は
、
２
０
２
２

（
令
和
４
）
年
に
創
立
70
周

年
を
迎
え
ま
す
。
ス
タ
ー
ト

は
組
合
員
８
０
０
人
、
出
資

金
40
万
円
か
ら
で
し
た
。
組

合
長
に
は
津
川
武
一
医
師
が

就
任
。

　
そ
の
日
か
ら
医
療
活
動
を

積
み
重
ね
て
幾
星
霜
、
現
在

５
万
６
千
人
を
超
え
る
組
合

員
と
１
２
０
０
人
を
超
え
る

職
員
が
、
日
々
医
療
と
介
護
、

福
祉
に
励
ん
で
い
る
組
織
に

成
長
し
ま
し
た
。

　
来
年
の
「
記
念
式
典
」
お

よ
び
「
生
協
ま
つ
り
」
の
企

画
準
備
な
ど
の
た
め
、
理
事

会
で
は
「
記
念
事
業
実
行
委

員
会
（
安
田
肇
委
員
長
）
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
記
念
誌
編
集
の
た
め
に
、

「
記
念
誌
編
集
委
員
会
」（
三

浦
良
成
委
員
長
）
を
設
置
。  

　

こ
の
間
、
新
病
院
の
構

想
、
設
立
、
移
転
が
あ
り
貴

重
な
軌
跡
を
記
録
す
る
も
の

と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
ど
ん
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
う

の
か
、
ど
ん
な
記
念
誌
が
で

き
る
の
か
。
そ
し
て
皆
さ
ん

と
一
緒
に
集
ま
れ
る
よ
う

に
、
早
く
コ
ロ
ナ
が
収
束
す

る
こ
と
を
祈
り
ま
し
ょ
う
。

４ヵ月健診のあかちゃんたちです

すくすくすくすく
エンジェルエンジェル
すくすく
エンジェル

髙阪　明未さん・楓
かえで

ちゃん
お兄ちゃん、お姉ちゃんと

仲良くね！！

黒滝　祥子さん・竜
りゅう が

雅ちゃん
元気いっぱい
大きく育ってね。

古川　春日さん・百
も も え

恵ちゃん
元気に育ってね

岩野　安杏さん・凜
りん

ちゃん
すくすく元気に育ってね！

三上　香織さん・莉
り お

央ちゃん
元気に大きくなってね！！

水上　梓織さん・橙
と う や

也ちゃん
すくすく元気に育ってね♪

佐藤　敬子さん・綾
あ や せ

星ちゃん
大きくなーれ！

髙本和さん・奏
そ う き

生ちゃん
元気にかっこ良くなーれ♡

秋庭　千穂さん・百
ゆ ら

良ちゃん
すくすく、元気に育ってね！

冨田　春菜さん・菜
な な み

波ちゃん
元気いっぱいに育ってね。

小田桐裕樹さん・冬
と う ま

磨ちゃん
元気にすくすく
育ってね。

奈良岡聖美さん・和
わ と

橙ちゃん
すくすく育ってね。

佐藤　冬美さん・澪
みお

ちゃん
元気に、大きくなってね

古川美代子さん・心
ま な と

都ちゃん
お兄ちゃんと仲良くね♡

齊藤　美咲さん・冴
さえ

ちゃん
毎日笑顔で過ごそうね。

池田　澪さん・美
み れ い

玲ちゃん
元気に育ってね！

５
月
度
定
例
理
事
会
（
5
月
29
日
）

【
報
告
事
項
】

⃝

５
月
度
の
主
な
経
過
報
告
と
６
月
・
７
月
・
８
月
の
主
な
行
事
予

定　
⃝
専
門
委
員
会
報
告　
⃝
４
月
度
の
月
次
仮
決
算
報
告　
　

⃝
４
月
度
の
組
合
員
活
動
報
告　
⃝
青
森
県
医
療
事
業
協
同
組
合

理
事
会
報
告　
⃝
青
森
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
理
事
会
報
告　

⃝
青
森
県
生
協
連
第
64
回
通
常
総
会
代
議
員
選
出　
⃝
第
２
回
表

彰
選
考
委
員
会
報
告
書　
⃝
会
計
監
査
所
見　
⃝
２
０
２
０
年
度

決
算
所
見　
⃝
永
年
勤
続
役
職
員
表
彰
者
に
つ
い
て

【
審
議
事
項
】

　
〔
議
決
事
項
〕

　
第
96
回
通
常
総
代
会
で
の
組
合
員
・
班
等
の
表
彰
の
件

　
第
96
回
通
常
総
代
会
議
案
書
の
承
認

　
〔
協
議
事
項
〕

⃝

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に
つ
い
て

⃝

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
踏
ま
え
た
実
出
席
総
代
の
絞

り
込
み
に
つ
い
て

⃝

第
96
回
通
常
総
代
会
特
別
決
議
（
案
）・
ス
ロ
ー
ガ
ン
（
案
）

⃝

宿
泊
型
自
立
訓
練
事
業
所
「
ガ
ー
ベ
ラ
タ
ウ
ン
」
に
つ
い
て
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良
い
医
療
を
目
指
し
て

医
師
紹
介
コ
ー
ナ
ー

　
こ
ん
に
ち
は
。
研
修
２
年

目
の
小
山
内
俊
晶
と
い
い
ま

す
。
健
生
病
院
に
入
職
し
て

か
ら
の
１
年
間
を
振
り
返
っ

て
と
い
う
お
題
を
頂
き
ま
し

た
。
よ
く
よ
く
考
え
て
み
る

と
普
段
は
仕
事
の
こ
と
ば
か

り
考
え
て
い
て
、
１
年
間
を

通
し
て
振
り
返
る
機
会
は
全

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
機
会
に
ど
ん
な
１
年
だ
っ

た
か
振
り
返
ら
せ
て
頂
こ
う

　
み
な
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し

て
。
去
年
12
月
か
ら
健
生
病

院
で
働
か
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
、
研
修
医
の
宮
木
崇
と

申
し
ま
す
。
私
は
出
身
が
大

阪
で
、
大
学
は
福
岡
に
あ
る

九
州
大
学
に
通
っ
て
い
ま
し

た
。
大
学
卒
業
後
、
研
修
医

と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
じ
ゃ

な
け
れ
ば
同
期
や
職
場
の
先

輩
方
と
飲
み
に
行
っ
た
り
し

て
色
ん
な
話
が
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
つ
つ
。

　
去
年
の
４
月
は
と
い
う
と

社
会
人
１
年
目
で
、
健
生
病

院
で
働
き
は
じ
め
た
ば
か
り

と
い
う
状
態
で
し
た
。
座
学

と
現
場
の
違
い
に
苦
し
み
な

が
ら
、
め
ま
ぐ
る
し
く
行
わ

れ
て
い
く
診
療
の
中
で
、
必

死
に
仕
事
を
覚
え
よ
う
と
し

て
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

毎
日
新
し
い
こ
と
の
連
続

で
、
知
ら
な
い
こ
と
、
で
き

な
い
こ
と
が
多
く
、
い
ろ
ん

な
人
に
助
け
て
も
ら
い
な
が

２年目研修医
小山内俊晶 医師

２年目研修医
宮木　崇 医師

　青森民医連弘前事務所では、新型コロナウイルス影響
によりアルバイトができないなど、経済的に困っている
医学生を支援するため、食料品を配布しています。 
　医学生への食料品提供にご協力いただける方を広く募
集致します︕

食材提供にご協力を！

お問合せ先：青森民医連　弘前事務所　tel：0172-34-5455

ら
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

い
つ
も
丁
寧
に
指
導
し
て
下

さ
る
先
生
方
や
多
職
種
の
方

に
は
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
一
旦
仕
事
が
始
ま
る
と

時
間
が
た
つ
の
は
早
い
も
の

で
、
夏
に
な
り
、
気
づ
い
た

ら
雪
が
降
り
、
そ
し
て
１
年

が
終
わ
っ
て
い
た
印
象
が
あ

り
ま
す
。１
年
経
つ
の
は
本

当
に
早
か
っ
た
で
す
。

　
１
年
間
医
師
と
し
て
仕
事

を
し
て
き
て
、
人
は
ど
の
よ

う
に
し
て
死
を
迎
え
る
の
か
、

適
切
な
治
療
と
は
、
患
者
に

寄
り
添
う
医
療
と
は
何
な
の

か
な
ど
、
様
々
な
こ
と
を
、

診
療
を
通
し
て
学
ば
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
（
こ
の
文
章

を
書
い
て
い
る
の
が
緩
和
ケ

ア
科
で
研
修
中
だ
か
ら
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
）。

　
ま
た
、
色
ん
な
職
種
の
方

が
色
ん
な
情
報
を
持
っ
て
い

て
、
そ
れ
ら
を
総
合
し
な
が

ら
診
療
を
行
っ
て
い
く
こ
と

の
大
切
さ
も
学
び
ま
し
た
。

各
疾
患
に
お
け
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
や
教
科
書
上
の
こ
と
も

大
切
で
す
が
、
そ
れ
は
あ
く

ま
で
治
療
を
受
け
る
側
の
意

思
が
あ
る
か
ら
こ
そ
初
め
て

行
わ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
患

者
の
要
望
に
対
し
て
、
適
切

な
提
案
、
代
替
案
、
折
衷
案

を
提
示
で
き
る
医
師
に
な
っ

て
い
く
こ
と
が
良
い
医
療
に

つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、

良
い
医
療
を
行
え
る
よ
う
成

長
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
す
。

　
弘
前
で
暮
ら
し
始
め
て
、

ま
ず
初
め
に
感
じ
た
こ
と
は
、

空
気
が
き
れ
い
な
こ
と
で
す
。

大
阪
で
暮
ら
し
て
い
た
時
は

通
年
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
だ

っ
た
の
で
す
が
、
弘
前
に
住

ん
で
か
ら
鼻
炎
の
症
状
が
か

な
り
改
善
し
ま
し
た
。
水
が

き
れ
い
で
、
お
風
呂
に
溜
め

た
水
も
肌
に
優
し
く
、
水
道

水
を
そ
の
ま
ま
飲
め
る
こ
と

に
も
驚
き
ま
し
た
。
冬
は
雪

が
た
く
さ
ん
降
っ
て
、
寒
さ

も
厳
し
い
で
す
が
、
真
っ
白

な
雪
景
色
は
と
て
も
美
し

く
、
冬
の
温
泉
は
体
が
温
ま

っ
て
と
て
も
気
持
ち
い
い
で

す
。
寒
い
分
、
春
を
迎
え
た

時
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
で
、

季
節
の
移
ろ
い
を
は
っ
き
り

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
で
は
弘
前
の
生
活
環

境
が
自
分
に
と
て
も
あ
っ
て

い
る
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
健
生
病
院
で
働
く
中
で
感

じ
た
こ
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な

職
種
の
ス
タ
ッ
フ
が
一
人
一

人
の
患
者
さ
ん
の
た
め
に
協

力
し
て
診
療
し
て
お
り
、
ス

タ
ッ
フ
間
の
連
携
が
密
に
取

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
患
者
さ
ん
の
た
め
に
自
分

が
い
ま
何
を
で
き
る
の
か
」

を
日
々
考
え
、
情
報
を
共
有

し
、
意
見
を
交
わ
す
こ
と
が

大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ

と
、
で
き
な
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
一
日
一

日
を
大
切
に
、
一
生
懸
命
学

び
、
成
長
し
て
、
地
域
の
医

療
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
院
内
で
見
か
け
ま
し
た
時

は
一
声
か
け
て
い
た
だ
け
る

と
あ
り
が
た
い
で
す
。
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

一
日
一
日
を
大
切
に　

務
に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
う
い
っ
た
自
分
た

ち
研
修
医
を
暖
か
く
見
守
っ

て
く
だ
さ
っ
た
患
者
さ
ん
や

組
合
員
の
み
な
さ
ん
の
お
か

げ
で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
救
急
外
来
で
は
困
っ
て
い

る
症
状
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
検
査
・
治
療
が
必
要
か
、

病
棟
で
は
毎
日
患
者
さ
ん
と

顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
体
調

の
変
化
に
目
を
配
り
、
具
合

が
悪
そ
う
な
時
は
ど
う
い
っ

た
処
置
が
必
要
か
、
ま
た
入

院
中
は
ど
う
い
う
思
い
で
入

院
し
て
い
る
の
か
話
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
僕
た

ち
医
療
者
側
と
患
者
さ
ん
の

意
向
に
違
い
が
あ
り
、
な
か

な
か
治
療
方
針
が
決
ま
ら
な

い
時
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

な
ど
、
教
科
書
に
は
載
っ
て

い
な
い
生
の
学
び
を
日
々
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
充
実
し
た
研
修
を
過
ご

し
て
お
り
ま
す
が
、
一
方
で

辛
い
こ
と
や
悔
し
い
思
い
を

す
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。
そ
う
い
う
時
こ
そ

同
期
の
研
修
医
と
切
磋
琢
磨

し
な
が
ら
日
々
を
過
ご
し
て

お
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
一

緒
に
前
に
向
か
っ
て
歩
い
て

い
け
る
仲
間
が
い
る
こ
と
を

幸
せ
に
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と

や
未
熟
な
こ
と
が
多
く
、

日
々
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
で

は
あ
り
ま
す
が
コ
ロ
ナ
に
負

け
ず
気
を
引
き
締
め
な
が
ら

初
心
忘
れ
ず
、
元
気
に
研
修

し
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

と
し
て
他
の
病
院
で
研
修
を

開
始
し
た
の
で
す
が
、
途
中

で
中
断
し
、
ご
縁
が
あ
っ
て

健
生
病
院
で
再
び
研
修
を
再

開
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

今
ま
で
雪
国
で
暮
ら
し
た
こ

と
が
な
く
、
全
く
知
り
合
い

の
い
な
い
土
地
で
暮
ら
し
て

働
い
て
い
け
る
か
最
初
は
不

安
で
し
た
が
、
病
院
の
職
員

の
み
な
さ
ん
に
暖
か
く
迎
え

ら
れ
、
冬
の
寒
さ
や
雪
に
も

慣
れ
て
、
元
気
に
研
修
医
と

し
て
働
く
こ
と
が
で
き
て
い

　
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

初
期
研
修
２
年
目
の
山
口
拓

斗
と
申
し
ま
す
。
昨
年
の
同

時
期
に
健
康
新
聞
の
原
稿
を

依
頼
さ
れ
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
が
、
あ
れ
か
ら
早
１
年

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
お
り
ま

す
。

　
例
年
で
す
と
、
研
修
医
は

地
域
に
出
て
班
会
な
ど
に
参

加
す
る
こ
と
で
み
な
さ
ん
と

交
流
す
る
研
修
も
あ
り
楽
し

み
に
し
て
い
た
の
で
す
が
、

２
０
２
０
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に

２年目研修医
山口　拓斗 医師

同
期
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら

よ
り
そ
う
い
っ
た
交
流
も
な

い
ま
ま
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
こ

と
が
本
当
に
悔
し
く
、
ま
た

残
念
に
思
い
ま
す
。
２
０
２

１
年
こ
そ
は
コ
ロ
ナ
禍
が
終

息
し
、
地
域
に
出
て
み
な
さ

ん
と
交
流
で
き
る
よ
う
に
な

る
日
が
来
る
こ
と
を
心
か
ら

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
地
域
に
は
出
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
病
院
の

中
で
は
忙
し
く
研
修
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
当
初
は
右
も

左
も
わ
か
ら
ず
、
患
者
さ
ん

や
指
導
医
の
先
生
方
、
看
護

師
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
に
も
多

大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

し
た
が
、
そ
う
い
っ
た
経
験

を
経
て
少
し
ず
つ
で
す
が
業

医
師
紹
介
コ
ー
ナ
ー

医
師
紹
介
コ
ー
ナ
ー

医学生(特別枠)
【月額】20万円まで
【定員】あり（各学年5人）
【返済免除制度】あり
貸与期間の1.5倍以上青森県民医連に加盟する
事業所での就労で返還が免除されます。
【その他】
1年時のみ入学金貸与あり

医学生(一般枠)
【月額】10万円まで
【定員】なし
【返済免除制度】あり
貸与期間の1.0倍以上青森県民医連に加盟する
事業所での就労で返還が免除されます。

看護学生
【月額】4万円まで
【定員】なし
【返済免除制度】あり
貸与期間の1.0倍以上青森県民医連に加盟する
事業所での就労で返還が免除されます。

薬学生
【月額】5万円まで
【定員】なし
【返済免除制度】あり
貸与期間の1.0倍以上青森県民医連に加盟する
事業所での就労で返還が免除されます。

※医師を目指す浪人生・高卒生向け奨学金もあります。

【問い合わせ】青森民医連・医師医学生課 ☎0172-34-5455

【問い合わせ】
津軽保健生活協同組合本部
看護部　☎0172-33-7515

【問い合わせ】
青森民医連・薬学生担当
☎017-723-4076

青森民医連奨学金制度
医学生・看護学生・薬学生

随時募集中
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こ
ん
に
ち
は
。
２
年
目
研

修
医
の
佐
藤
汐
織
と
申
し
ま

す
。
２
０
２
０
年
４
月
に
入

職
し
て
か
ら
、
内
科
（
総
合

診
療
、
消
化
器
）、
小
児
科
、

外
科
、
整
形
外
科
、
Ｅ
Ｒ
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
を

研
修
し
て
き
ま
し
た
。
現
在

は
２
年
目
研
修
医
と
し
て
再

度
内
科
で
研
修
し
て
お
り
ま

す
。

　
１
年
前
の
入
職
当
初
を
振

り
返
っ
て
み
る
と
、
最
初
は

右
も
左
も
わ
か
ら
ず
、
す
べ

て
に
対
し
て
不
安
が
あ
り
ま

２年目研修医
佐藤　汐織 医師

地域連携室　℡0172-36-5181

藤代健生病院
家族教室のご案内

時　間＊９時30分～11時30分の開催です。
［参加希望の方は下記までご一報を！］

精神科リハビリテーションについて
◦７月10日（土）

講師：鎌田　晋　精神保健福祉士

　
総
代
会 

議
案
書
説
明
な
ど

 

南
支
部
拡
大
運
営
会
議
　

　
６
月
７
日
千
年
公
民
館
に

て
拡
大
運
営
会
議
が
行
わ

れ
、
運
営
委
員
９
名
、
理
事

１
名
の
合
計
10
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
八
島
将
仁
組

織
部
部
長
よ
り
、
津
軽
保
健

生
協
の
経
営
状
況
や
組
合
員

活
動
案
を
中
心
に
総
代
会
議

案
書
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
の
質
問
で
は
、

ガ
ー
ベ
ラ
タ
ウ
ン
閉
鎖
後
の

入
居
者
受
け
入
れ
に
つ
い
て

や
経
営
の
黒
字
化
対
策
を
津

軽
保
健
生
協
現
在
の
立
ち
位

置
を
含
め
、
組
合
員
へ
明
確

に
示
し
て
ほ
し
い
な
ど
の

様
々
な
意
見
が
あ
り
、
組
合

員
の
自
発
的
な
参
加
が
見
ら

れ
た
拡
大
運
営
会
議
で
し
た
。

�

（
組
織
部　
浅
原
夏
希
）

　
６
月
11
日
五
所
川
原
市
民

学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
に
て
総

代
会
議
案
書
説
明
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
県
内

各
地
で
６
月
と
し
て
は
記
録

的
な
暑
さ
と
な
り
ま
し
た
が
、

西
北
地
域
の
各
支
部
か
ら
理

事
・
総
代
な
ど
15
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
八
島
将
仁
組

織
部
部
長
が
津
軽
保
健
生
協

の
事
業
経
過
や
情
勢
、
活
動

状
況
な
ど
議
案
書
に
沿
っ
て

説
明
を
し
ま
し
た
。

　

次
に
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
、
出
席
者
か
ら
は
中
長
期

的
な
経
営
状
況
を
意
識
し
た

際
の
費
用
計
上
に
関
す
る
考

え
や
、
四
課
題
の
到
達
に
つ

い
て
増
減
の
数
字
だ
け
で
な

く
、
そ
の
原
因
や
対
策
な
ど

日
常
的
活
動
も
議
案
書
に
記

載
す
る
べ
き
と
の
意
見
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昔
と
比
べ
て
担
い

西
北
理
事
協
議
会
　
主
催

総
代
会 

議
案
書
説
明
会
開
か
れ
る

手
同
士
の
つ
な
が
り
が
希
薄

に
な
っ
て
組
合
員
活
動
が
途

絶
え
て
し
ま
わ
な
い
か
不
安

に
感
じ
て
お
り
、
活
動
を
続

け
て
い
く
上
で
も
っ
と
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
た
い
と

い
っ
た
感
想
も
あ
り
、
他
の

出
席
者
も
そ
れ
に
頷
く
な
ど

互
い
の
意
思
を
確
認
す
る
貴

重
な
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

�

（
組
織
部　
神　
高
志
）

ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
や
自
分
の

大
切
な
体
を
預
け
て
く
だ
さ

っ
た
患
者
様
の
お
か
げ
で
自

分
の
成
長
が
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
本
当
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　
２
周
目
の
総
合
診
療
科
を

回
っ
て
日
々
感
じ
る
こ
と
は

ひ
と
と
の
関
係
性
の
大
切
さ

で
す
。
去
年
私
に
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
医
療
に
お
け
る

大
切
な
こ
と
を
教
え
て
く
だ

さ
っ
た
病
棟
の
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
と
再
び
働
く
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

の
分
の
信
頼
や
安
心
感
が
あ

り
、
毎
日
楽
し
く
前
向
き
に

研
修
を
す
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。
去
年
の
自
分
自
身

は
毎
日
が
不
安
で
い
っ
ぱ
い

だ
っ
た
の
で
、
ひ
と
と
の
関

係
性
を
築
き
上
げ
る
こ
と
の

大
切
さ
を
実
感
す
る
毎
日
で

す
。

　
充
実
し
た
研
修
を
送
ら
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
毎
日
で

す
が
、
ひ
と
つ
残
念
な
の
が

コ
ロ
ナ
禍
の
情
勢
で
す
。
今

年
は
６
人
も
１
年
目
の
研
修

医
が
入
職
し
て
く
れ
ま
し
た

が
、
な
か
な
か
ご
飯
に
は
行

け
ま
せ
ん
。
み
ん
な
毎
日
一

生
懸
命
に
研
修
し
て
い
る
、

自
分
か
ら
見
て
も
尊
敬
す
る

と
こ
ろ
が
多
い
後
輩
た
ち
で

早
く
仲
良
く
な
り
た
い
で
す
。

　
　
　
＊　
　
＊

　
入
院
中
、
大
切
な
ひ
と
と

の
面
会
も
制
限
さ
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
患
者
様
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
そ
の
状
況
に
配

慮
し
て
で
き
る
だ
け
、
患
者

様
の
状
況
や
思
い
を
届
け
ら

れ
る
よ
う
な
診
療
が
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
が
、
難
し
い

こ
と
も
多
い
で
す
。
健
康
第

一
。
皆
様
お
身
体
を
大
切
に

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

し
た
が
、
毎
日
元
気
に
出
勤

で
き
る
よ
う
に
社
会
人
と
し

て
の
自
己
管
理
を
し
っ
か
り

し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

実
際
研
修
が
始
ま
る
と
当
初

目
標
に
持
っ
て
い
た
自
己
管

理
を
考
え
る
余
裕
も
な
く
毎

日
が
過
ぎ
去
っ
て
い
っ
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

　
入
職
か
ら
こ
れ
ま
で
を
振

り
返
っ
て
み
る
と
、
一
番
印

象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、

患
者
さ
ん
や
ご
家
族
と
の
間

で
き
ち
ん
と
し
た
信
頼
関
係

を
築
き
、
そ
の
上
で
治
療
す

る
こ
と
の
大
切
さ
で
す
。
信

頼
関
係
を
築
い
た
上
で
治
療

方
針
を
決
め
、
ゴ
ー
ル
へ
と

共
に
治
療
を
進
め
て
い
く
大

切
さ
を
日
々
の
研
修
の
な
か

前
向
き
に
充
実
し
た
研
修
を 

信
頼
関
係
を
築
い
て
か
ら

６／
11

６
／
７

　
６
月
８
日
、
五
所
川
原
市

か
ら
３
人
の
草
刈
り
隊
が
健

生
病
院
に
現
れ
ま
し
た
。
こ

の
ス
ペ
ー
ス
は
こ
れ
ま
で
五

中
支
部
の
「
男
組
」
が
草
刈

り
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
以
来
ス
ト
ッ
プ
。
草

は
伸
び
放
題
で
す
。 

　
見
か
ね
た
五
所
川
原
支
部

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま

が
、
や
っ
て
来
て
草
刈
り

を
。
す
ぐ
そ
ば
の
草
む
ら
の

マ
ガ
モ
の
抱
卵
は
そ
の
ま
ま

に
…
。
健
生
病
院
の
正
面
が

き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

雑
草
を
刈
る

　
健
生
病
院

　
正
面
を
ス
ッ
キ
リ
！

　
こ
ん
に
ち
は
、
初
期
研
修

医
２
年
目
の
佐
々
木
遥
と
申

し
ま
す
。
２
０
２
０
年
４
月

か
ら
初
期
研
修
を
開
始
し
１

年
２
か
月
が
経
ち
ま
し
た
。

内
科
、
総
合
診
療
科
、
Ｅ

Ｒ
、
整
形
外
科
、
外
科
、
小

２年目研修医
佐々木遥 医師

児
科
、
産
婦
人
科
を
回
り
、

今
は
２
回
目
の
総
合
診
療
科

の
ロ
ー
テ
ー
ト
（
各
科
を
順

に
回
っ
て
研
修
）
の
最
中
で

す
。

　
こ
の
１
年
、
健
生
病
院
で

出
会
っ
た
す
べ
て
の
方
々
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
慣

れ
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
が

多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
病
院
の

で
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
は
、
自
分
の
医
師

人
生
で
の
、
ひ
と
つ
の
大
き

な
礎
に
な
っ
て
い
る
と
実
感

し
て
い
ま
す
。

　
指
導
医
の
先
生
方
や
ス
タ

ッ
フ
の
皆
様
に
は
、
こ
の
よ

う
な
経
験
や
様
々
な
機
会
を

与
え
て
い
た
だ
き
、
ま
た
未

熟
な
自
分
を
忍
耐
強
く
、
そ

し
て
温
か
く
見
守
っ
て
頂
き

心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
大
変
な
こ
と
や
辛

か
っ
た
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
あ

り
ま
す
が
、
こ
こ
ま
で
や
っ

て
こ
れ
た
の
は
、
他
の
同
期

の
先
生
方
の
存
在
が
あ
っ
た

か
ら
で
す
。
同
期
同
士
お
互

い
を
支
え
合
っ
て
こ
れ
ま
で

の
研
修
を
乗
り
越
え
て
き
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
今
年

は
１
年
目
の
後
輩
が
入
っ
て

き
て
初
め
て
先
輩
の
立
場
と

な
り
、
背
中
を
見
せ
ら
れ
て

医
師
紹
介
コ
ー
ナ
ー

医
師
紹
介
コ
ー
ナ
ー

い
る
か
不
安
で
は
あ
り
ま
す

が
、
全
力
で
何
事
に
も
取
り

組
む
姿
勢
を
見
せ
ら
れ
た
ら

と
思
い
、
微
力
な
が
ら
一
緒

に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
２
年
目
の
研
修
医
と
し
て

求
め
ら
れ
て
い
る
レ
ベ
ル
ま

で
に
、
自
分
は
ま
だ
到
達
し

て
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す

が
、
研
修
医
と
し
て
勉
強
で

き
る
期
間
も
残
り
１
年
を
切

っ
て
い
る
中
で
、
今
後
の
研

修
に
も
真
摯
に
取
り
組
み
、

少
し
で
も
地
域
の
皆
様
か
ら

信
頼
さ
れ
る
医
師
を
目
指
し

過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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このような時、ご連絡ください

・住所、氏名が変わった時…。
・引っ越しされた時…。
・�「健康」新聞が２部届いている時…。
・�組合員がお亡くなりになられた時…。

津軽保健生活協同組合　組織部
電話 ０１７２ー３５－８９３３

ご協力出来る方は組織部
（☎０１７２-35-８９３３）へ !

5〜10部くらい
手配り出来る方

中集募
「健康」新聞

手配りさん大募集手配りさん大募集!! !!手配りさん大募手配りさん大募集集!!!!

　
「
健
康
の
達
人
」
を
読
ん
で
、

４
人
の
達
人
さ
ん
か
ら
逆
に
元

気
と
勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

健
康
で
い
る
た
め
に
は
、〝
食
〟

が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
ら

た
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
す
が
、
人
生

を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
の
で
、
一

日
一
日
明
る
く
過
ご
し
て
下

さ
い
ね
。

「
健
康
の
達
人

「
健
康
の
達
人
」」訪
ね
て

訪
ね
て

弘
前
市　

三
上
え
つ
こ

　

10
年
く
ら
い
前
か
ら
玄
米
食

を
続
け
て
、
毎
朝
歩
き
、
ま
た

２
０
０
ｍ
く
ら
い
は
走
っ
て
お

り
ま
す
。

私
も
玄
米
食

私
も
玄
米
食

平
川
市　

松
井　

紀
子

　

ウ
メ
ボ
シ
、
妻
が
残
し
て
く

れ
た
沢
山
の
梅
干
し
漬
け
を
、

顔
を
し
か
め
な
が
ら
、
し
み
じ

み
食
べ
て
お
り
ま
す
。

パ
ズ
ル
の
答
え

パ
ズ
ル
の
答
え

平
川
市　

佐
藤　

美
治

　

５
月
に
入
り
膝
痛
が
出
て
、

毎
日
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
出
来

な
く
な
り
ま
し
た
。
夫
婦
で
歩

い
て
い
た
の
に
…
。
今
は
夫
が

「
行
っ
て
く
る
よ
」
と
…
。
早

く
私
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
行
き

た
い
。
で
も
、
痛
み
が
軽
く
な

る
ま
で
ガ
マ
ン
！　

コ
ロ
ナ
で

も
ガ
マ
ン
！　

で
も
頑
張
る
！

頑
張
ら
な
い
と
…

頑
張
ら
な
い
と
…

黒
石
市　

野
木　

俊
子

　

い
つ
も
足
腰
が
痛
む
。
で
も

運
動
の
た
め
、
周
り
の
草
取

り
。
あ
ら
、
イ
チ
ゴ
！　

白
い

花
咲
か
せ
実
を
つ
け
て
い
る
。

す
ご
い
、
い
き
い
き
し
て
る

ね
。
素
晴
ら
し
い
ね
。
周
り
の

草
を
取
り
、
明
る
く
し
て
あ
げ

ま
し
た
。
よ
か
っ
た
、
気
持
ち

い
い
ね
。
元
気
だ
よ
ね
。「
無

理
し
な
い
で
が
ん
ば
り
ま

す
」。
独
り
言
で
す
。

花
か
ら
も
ら
っ
た
元
気

花
か
ら
も
ら
っ
た
元
気

黒
石
市　

工
藤　

み
ち

　

梅
干
し
は
毎
年
つ
く
っ
て
い

る
の
だ
け
れ
ど
、
最
後
の
１
マ

ス
が
出
て
こ
な
く
て
あ
き
ら
め

か
け
た
。
ズ
ボ
ン
を
プ
レ
ス
す

る
こ
と
な
ど
、
殆
ん
ど
無
く
な

っ
た
か
ら
か
な
？

「「
オ
リ
メ
」
で
し
た

オ
リ
メ
」
で
し
た

弘
前
市　

一
戸　

千
秋

　

６
月
に
入
っ

た
昨
日
は
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
枯

れ
た
花
を
摘
み
ま
し
た
。
来
年

の
芽
を
確
か
め
な
が
ら
、
爪
先

で
揉
み
と
り
ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ

ツ
ツ
ジ
も
始
ま
る
な
ぁ
。

花
仕
舞
い

花
仕
舞
い

弘
前
市　

と
っ
ち
ゃ

　
「
楽
し
い
お
料
理
」
を
切
り

ぬ
い
て
、
元
気
の

出
る
日
に
挑
戦
し

て
い
ま
す
。
身
体

に
栄
養
を
取
り
入

れ
る
と
と
も
に
、

パ
ズ
ル
で
脳
も
活

性
化
！

ふ
た
つ
の
挑
戦

ふ
た
つ
の
挑
戦

弘
前
市　

蔦
谷
マ
チ
エ

　
「
健
康
の
達
人
」
み
な
さ
ん

お
元
気
で
、
尊
敬
し
ま
す
。

尊
敬
し
ま
す

尊
敬
し
ま
す

鯵
ヶ
沢
町　

大
福　

の
り
子

　

毎
回
、「
内
科
か
ら
の
紙
風

船
」
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
色
々
と
勉
強
に
な
り
ま

す
。
支
部
の
総
会
に
参
加
で
き

ず
、
曾
孫
の
世
話
を
し
て
い
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。

勉
強
に
な
り
ま
す

勉
強
に
な
り
ま
す

藤
崎
町　

新
谷　

昭
子

　

５
月
25
日
、
体
調
不
良
に
よ

り
、
急
き
ょ
健
生
病
院
に
入
院

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
始

め
の
２
～
３
日
は
夢
の
中
み
た

い
で
唯
ボ
ー
ッ
と
し
て
い
た
気

が
し
ま
す
。
主
治
医
の
先
生
か

ら
病
状
の
説
明
や
今
後
の
治
療

方
針
を
お
聞
き
し
、
納
得
。
病

状
も
落
ち
着
き
、
６
月
５
日
無

事
退
院
。
入
院
中
、
多
く
の
方

か
ら
お
世
話
頂
き
感
謝
し
て
い

ま
す
。

無
事
退
院
で
き
ま
し
た

無
事
退
院
で
き
ま
し
た

弘
前
市　

田
村　

裕

　

き
ゅ
う
り
、
な
す
、
枝
豆
、

ト
マ
ト
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
。
今

年
も
庭
に
沢
山
の
苗
を
植
え
ま

し
た
。
日
々
成
長
す
る
苗
た
ち

を
見
て
、
元
気
を
頂
い
て
お
り

ま
す
。

元
気
を
頂
い
て
ま
す

元
気
を
頂
い
て
ま
す

板
柳
町　

ひ
ま
わ
り

　

５
月
末
、
ワ
ク
チ
ン
の
電
話

予
約
を
終
え
ま
し
た
。
こ
ん
な

田
舎
で
も
電
話
が
つ
な
が
ら
ず

焦
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
妻
や

娘
も
協
力
し
て
く
れ
て
助
か
り

ま
し
た
。
い
か
な
る
こ
と
で
も
、

の
ん
び
り
ゆ
っ
く
り
安
心
で
き

る
世
の
中
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

妻
や
娘
も
協
力
し
て

妻
や
娘
も
協
力
し
て

平
川
市　

の
り
ぞ
う

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
予
防
ワ

ク
チ
ン
、
第
１

回
目
の
接
種
が

終
わ
っ
た
。
副

作
用
も
な
く
一

安
心
し
て
い

る
。
人
間
と
い

う
の
は
不
思
議

だ
。
本
当
に
予

防
で
き
る
か
は

分
か
ら
な
い
の

に
、
精
神
的
に

は
安
心
し
て
い

る
。

一一
安
心
し
て
ま
す

安
心
し
て
ま
す

藤
崎
町　

Ｈ
．
Ｉ
．

　
「
す
く
す
く
エ
ン
ジ
ェ
ル
」

の
写
真
が
一
番
。
楽
し
く
拝
見

し
て
い
ま
す
。「
楽
し
い
お
料

理
」
は
、
毎
回
作
っ
て
み
る
の

で
す
が
、
３
回
に
１
回
は
、
ち

ょ
っ
と
失
敗
し
ま
す
。

楽
し
く
拝
見

楽
し
く
拝
見

鶴
田
町　

坂
本　

裕
子

　
「
楽
し
い
お
料
理
」
は
参
考
に

し
て
い
ま
す
。「
読
者
サ
ロ
ン
」

読
ん
で
い
る
と
、
み
な
さ
ん
の

顔
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
各
支

部
の
活
動
も
楽
し
ん
で
頑
張
っ

て
い
る
様
子
が
分
か
り
ま
す
。

顔
が
浮
か
ん
で
き
ま
す

顔
が
浮
か
ん
で
き
ま
す

平
川
市　

ナ
ン
シ
ー

　

春
に
な
り
、
緑
が
ま
ぶ
し
い

季
節
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

で
祭
り
が
軒
並
み
中
止
に
な

り
、
さ
み
し
い
こ
と
ば
か
り
で

す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
待
ち
ま

し
ょ
う
。

祭
り
軒
並
み
中
止

祭
り
軒
並
み
中
止

黒
石
市　

大
平　

諭
史

　
「
内
科
か
ら
の
紙
風
船
」
を

読
み
、
今
ま
で
の
日
本
で
の
暮

ら
し
は
平
和
だ
っ
た
の
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
公
衆
衛
生
は
優
れ

て
い
た
と
思
っ
て
い
た
し
、
ま

さ
か
こ
ん
な
コ
ロ
ナ
禍
の
生
活

に
な
る
な
ん
て
…
。
会
い
た
い

友
人
に
会
え
な
い
、
カ
ラ
オ
ケ

に
行
け
な
い
…
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
暮
ら
し

コ
ロ
ナ
禍
で
の
暮
ら
し

青
森
市　

工
藤　

文
子

　
「
健
康
の
達
人
」
の
紹
介
、

や
は
り
源
は
「
食
」
だ
な
あ
と

思
い
ま
し
た
。
我
が
家
の
90
歳

を
越
え
た
両
親
は
お
肉
が
大
好

き
で
す
。
腸
内
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
健
康
を
保
つ
の
に
重
要

な
こ
と
か
な
と
…
。
そ
の
た

め
、
私
は
今
「
小
豆
」
に
凝
っ

て
い
ま
す
。

や
は
り
源
は
「
食
」

や
は
り
源
は
「
食
」

黒
石
市　

大
矢　

順
子

　
「
健
康
の
達
人
」
を
読
ん

で
「
目
か
ら
う
ろ
こ
」
で
し

た
。
コ
ロ
ナ
だ
か
ら
、
歳
だ

か
ら
と
外
に
出
な
く
な
り
、

毎
日
だ
ら
だ
ら
と
テ
レ
ビ
づ

け
に
な
っ
て
い
る
自
分
を
反

省
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
10

分
位
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
か
ら
始

め
て
み
よ
う
か
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

目
か
ら
う
ろ
こ

目
か
ら
う
ろ
こ

弘
前
市　

尾
坂　

和
子

　
「
健
康
の
達
人
」
の
み
な
さ

ん
の
足
元
に
も
及
び
ま
せ
ん

が
、
毎
日
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操

（
６
時
半
）
と
１
時
間
弱
の

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
ま

す
。
達
人
の
生
活
を
参
考
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。 毎

朝
の
体
操
を

毎
朝
の
体
操
を

弘
前
市　

小
山
内
と
し
子

夏 野 菜 春 巻 き

〈材料４人分〉
ズッキーニ１本　茄子１本
パプリカ（赤）１/２個
ツナフレーク（水煮） １缶（約70g）  
梅干２個 
A生姜６g  鰹節10g  砂糖 小さじ４  
昆布つゆ 大さじ２
春巻きの皮　12枚　揚げ油　適量
水溶き小麦粉（小麦粉　小さじ４　
水　小さじ２）

〈作り方〉
❶野菜を千切りにする。パプリカは
クッキングペーパーで軽く水気をと
る。
❷梅干は種を取って軽く刻み、生姜
はすりおろし、Aの材料と混ぜ合わ
せる。水溶き小麦粉を作っておく。
❸春巻きの皮に❶の野菜を敷き、❷
をのせて包み、水溶き小麦粉で閉じ
る。
❹160℃に熱した油できつね色にな
るまで揚げる。

１人当たり　200kcal　塩分1.2g

楽しい お料理楽しい お料理
☆献立紹介…
健生病院
管理栄養士

永田　賢司　

ツナ缶に含まれるビタミンDと旬の野菜で、免疫力アップが期待できます！！

平川市　覚蓮坊平川市　覚蓮坊

編
集
部
よ
り

　
「
健
康
の
達
人
」
に
感
心

し
た
、
見
習
い
た
い
、
お

若
い
と
い
う
趣
旨
の
ハ
ガ

キ
が
19
通
も
舞
い
込
み
ま

し
た
。 


